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安全データシート（SDS） 

 

1 化学品及び会社情報  

 化学品の名称 
製品名 ITEA ELISA キット（抗体固相化済）（10203～10208） 

C、酵素標識抗体 
ITEA 構築型 ELISA キット（HRP 標識）（10401～10404） 

 C、HRP 標識モノクローナル抗体 
製品コード 10203、10204、10205、10206、10208 

10401、10402、10403、10404 
 

 会社情報 
会社名 ITEA 株式会社 東京環境アレルギー研究所 

担当部署 品質管理部 

住所 〒113-0001 東京都文京区白山 1-33-18 白山 NT ビル 

電話番号 03-3526-2031 

Fax 番号 03-3526-2032 

電子メールアドレス reag-info@itea.jp 

緊急連絡電話番号 03-3526-2031 

 
 推奨用途及び使用上の制限 

 研究用試薬 
 

2 危険有害性の要約 

 成分（シアノ水素化ホウ素ナトリウム）の GHS 分類 

  物理化学的危険性 
水反応可燃性化学品 区分 1 

 
  健康に対する有害性 

急性毒性、経口 区分 2 
急性毒性、吸入 区分 2 

急性毒性、経皮 区分 2 
皮膚腐食性及び皮膚刺激性 細区分 1B 

眼に対する重篤な損傷性又は 
眼刺激性 

区分 1 

 
  環境に対する有害性 

水生環境有害性 短期（急性） 区分 1 

水生環境有害性 長期（慢性） 区分 1 

 
 GHS ラベル要素 

絵表示 
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注意喚起語 危険 
危険有害性情報 水に触れると自然発火するおそれのある可燃性/引火性

ガスを発生。 
飲み込んだ場合や皮膚に接触した場合や吸入した場合は

生命に危険。 
重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷。 

水生生物に非常に強い毒性。 
長期継続的影響によって水生生物に非常に強い毒性。 

注意書き  
［安全対策］ 激しい反応と火災の発生の危険があるため、水と接触さ

せないこと。 
湿気を遮断し、不活性ガス下で取り扱うこと。 

粉じん、煙、ミスト、蒸気、スプレーを吸入しないこと。 
眼、皮膚、衣類に付けないこと。 

屋外または換気の良い場所でのみ使用すること。 
環境への放出を避けること。 

この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。 
取扱い後は手や顔をよく洗うこと。 

呼吸用保護具を着用すること。 
保護手袋、保護衣、保護面を着用すること。 

  
［応急措置］ 飲み込んだ場合：口をすすぐこと。無理に吐かせないこ

と。直ちに医師に連絡すること。 
皮膚(または髪)に付着した場合：直ちに、汚染された衣類

をすべて脱ぐこと。 
皮膚を流水、シャワーで洗うこと。直ちに医師に連絡す

ること。汚染された衣 
類を再使用する場合には洗濯すること。 

吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい

姿勢で休息させること。直ちに医師に連絡すること。 

眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。コンタ

クトレンズを着用していて容易に外せる場合は外すこ

と。その後も洗浄を続けること。直ちに医師に連絡する

こと。 

固着していない粒子を皮膚から払いのけ、冷たい水に浸

すこと/湿った包帯で覆うこと。 

火災の場合：消火するために粉末、乾燥砂を使用するこ

と。 

漏出物を回収すること。 
  

［保管（貯蔵）］ 乾燥した場所または密閉容器に保管すること。 
容器を密閉して換気の良いところで保管すること。 

施錠して保管すること。 
  

［廃棄］ 内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃

棄物処理業者に委託すること。 
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3 組成及び成分情報 

 化学物質・混合物の区別 

 
 組成及び成分情報 

化学名又は一般名 CAS 番号 
官報公示 
整理番号 

濃度又は濃度範囲

（wt%） 

グリセロール（グリセリン） 56-81-5 2-242 54.95 

精製水 7732-18-5 なし 43.96 

炭酸ナトリウム 497-19-8 1-164 0.51 

エタノールアミン 141-43-5 2-301 0.17 

炭酸水素ナトリウム 144-55-8 1-164 0.16 

シアノ水素化ホウ素ナトリウム 25895-60-7 - 0.15 

（シアン化物イオンとして） - - （0.06） 

抗体 - - 0.05 

アミン反応性形態西洋ワサビ 
ペルオキシダーゼ 

- - 0.05 

 
 

※ 項目 4～11 の記載は、成分「シアノ水素化ホウ素ナトリウム」を対象とする。 
 

4 応急措置 

 ばく露経路による応急措置 

 

 予想される急性症状および遅発性症状の最も重要な徴候症状 

 

 応急措置をする者の保護 

 

医師に対する特別な注意事項 

 

5 火災時の措置  

 適切な消火剤 

混合物 

吸入した場合 被災者を空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で

休息させること。直ちに医師に連絡すること。 
皮膚に付着した場合 直ちに、汚染された衣類をすべて脱ぐこと、取り除くこ

と。多量の水と石鹸で洗うこと。直ちに医師に連絡する

こと。 

眼に入った場合 水で数分間注意深く洗うこと。コンタクトレンズを容易

にはずせる場合は外して洗うこと。直ちに医師に連絡す

ること。 
飲み込んだ場合 直ちに医師に連絡すること。口をすすぐこと。無理に吐

かせないこと。 

もっとも重要な既知の徴候と症状は、項目 2 および/または項目 11 に記載されている。 

救助者はゴム手袋、密閉ゴーグルなどの保護具を着用する。 

情報なし 

粉末, 乾燥砂 
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 使ってはならない消火剤 

 

特有の消火方法 

 

消火を行う者の保護 

 

6 漏出時の措置  

 人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置 

 

 環境に対する注意事項 

 

 封じ込め及び浄化の方法及び機材 

 
二次災害の防止策 

 

7 取扱い及び保管上の注意  

 取扱い 

水 

消火作業は、風上から行い、周囲の状況に応じた適切な消火方法を用いる。 
関係者以外は安全な場所に退去させる。 

周辺火災時、移動可能な容器は、速やかに安全な場所に移す。 

消火作業の際は、必ず保護具を着用する。 

特別個人用保護具(自給式呼吸器)を着用する。 
漏出場所の風上から作業し、風下の人を退避させる。 

漏出した場所の周辺に、ロープを張るなどして関係者以外の立入りを禁止する。 

環境への悪影響が懸念されるため、河川等へ排出されないよう注意する。 

粉塵の飛散に注意しながら掃き集め、密閉容器に回収する。 
付着物、回収物などは、関係法規に基づき速やかに処分する。 

水と接触させないこと。 
付近の着火源、高温体などを速やかに取り除く。 

着火した場合に備えて、消火用器材を準備する。 
火花を発生しない安全な用具を使用する。 

漏出物の除去が不完全だと、後に発火する恐れがあるので充分注意する。 

技術的対策 取扱いは換気のよい場所で行う。 

適切な保護具を着用する。 
粉塵が飛散しないように注意する。 

取扱い後は手や顔などをよく洗う。 
注意事項 できれば、密閉系で取扱う。 

粉塵やエアゾールが発生する場合には、局所排気を用い

る。 

安全取扱注意事項 皮膚、眼および衣類との接触を避ける。 
容器の内圧が高くなっている場合がある。開封は充分な

注意のもとに行うこと。 
激しい反応と火災の発生の危険があるため、水と接触さ

せないこと。 
使用する器具などは充分乾燥したものを用いる。 



#10203-8、10401-4、C 酵素（HRP）標識抗体 
改定日：2024 年 1 月 9 日、ver.1.0 

Page5 of 8 

 

 保管 

 

8 ばく露防止及び保護措置  

 設備対策 

 

管理濃度 

 

 保護具 

  

9 物理的及び化学的性質  

不活性ガス雰囲気下で取扱う。 
使用した器具やウエスを放置しない。 

紙やウエスなどの可燃物に本品を付着させたまま放置す

ると発火することがあるため充分に注意する。 

保管条件 容器を密栓して換気の良い冷暗所に保管する。 
不活性ガスを充填する。 

湿気を避ける。 
施錠して保管する。 

酸化剤などの混触危険物質から離して保管する。 
避けるべき保管条件 湿気 

安全な容器包装材料 法令の定めるところに従う。 

密閉化した設備又は局所排気装置を設ける。 

取扱い場所の近くに洗眼及び身体洗浄用の設備を設ける。 

設定されていない 

呼吸用保護具 防塵・防毒マスク、自給式呼吸器、送気マスク等。 

手の保護具 不浸透性の手袋。 

眼、顔面の保護具 保護眼鏡(ゴーグル型)。状況に応じ保護面。 
皮膚及び身体の保護具 不浸透性の保護衣。状況に応じ、保護長靴。 

物理状態 結晶～粉末 

色 白色～ ごくうすい黄色 
臭い 無臭 

融点／凝固点 情報なし 
沸点、初留点及び沸騰範囲 情報なし 

可燃性 情報なし 
引火点 情報なし 

自然発火点 175℃ 
爆発下限界及び爆発上限界／ 

可燃限界 

下限：情報なし 

上限：情報なし 
pH 8 - 9 (10% H2O Soln.) 

動粘性率 情報なし 
溶解度 [水] 易溶（分解）（212 g/100 g、29℃) 

[その他の溶剤] 
易溶：メタノール 

可溶：ジメチルホルムアミド（DMF） 
テトラヒドロフラン（THF） 
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10 安定性及び反応性  

 

11 有害性情報  

製品の有害性情報 

 

成分の環境影響情報 

シアノ水素化ホウ素ナトリウム 

 

12 環境影響情報   

製品の有害性情報 

 

 成分の環境影響情報 

 シアノ水素化ホウ素ナトリウム 

微溶：エタノール、イソプロピルアミン 
不溶：エーテル、ベンゼン、ヘキサン 

オクタノール/水分配係数 情報なし 
蒸気圧 情報なし 

密度及び／又は相対密度（g/ml） 情報なし 
比重 情報なし 

相対ガス密度 情報なし 
粒子特性 情報なし 

反応性 情報なし 

化学的安定性 適切な条件下においては安定。 

危険有害反応可能性 水と接触すると、発火または可燃性ガスを発生する危険

性がある。 

避けるべき条件 湿気 
混触危険物質 酸化剤、酸、水 

危険有害な分解生成物 一酸化炭素、二酸化炭素など 

情報なし 

急性毒性 情報なし 

皮膚腐食性又は皮膚刺激性 情報なし 

眼に対する重篤な損傷性又は眼刺

激性 

情報なし 

生殖細胞変異原性 情報なし 

発がん性 IARC：情報なし 
NTP：情報なし 

生殖毒性 情報なし 

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 情報なし 

特定標的臓器毒性（反復ばく露） 情報なし 

誤えん有害性 情報なし 

情報なし 

生態毒性 魚類：情報なし 
甲殻類：情報なし 
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13 廃棄上の注意  

 製品の廃棄上の注意 

 

14 輸送上の注意  

製品の輸送上の注意 

 

成分の輸送上の注意 

 シアノ水素化ホウ素ナトリウム 

 

15 適用法令 

製品の適用法令 

 

16 その他の情報 

  
【注意】本 SDS は、JIS Z 7253:2012 に準拠し、作成時における入手可能な製品情報、有害性情報に基づいて作成

藻類：情報なし 

残留性・分解性 情報なし 

生体蓄積性（BCF） 情報なし 

土壌中の移動性 オクタノール/水分配係数：情報なし 
土壌吸着係数（Koc）：情報なし 

ヘンリー定数（PaM3/mol)：情報なし 

オゾン層への有害性 情報なし 

内容物及び容器は、関連法規及び各自治体の条例等の規制に従い、産業廃棄物として適切に処

理すること。 

情報なし 

国連番号 3134 

品名（国連輸送名） A Water-reactive solid, toxic, n.o.s. 
国連分類 クラス 4.3（水と接触すると引火性ガスを発生する物質） 

副次的危険性 クラス 6.1（毒物） 

環境危険有害性 ADR/RID: 該当 
IMDG 海洋汚染物質（該当・非該当）:該当 

IATA-DGR （航空規制）: 非該当 

容器等級 Ⅱ 

海洋汚染物質 Y 

輸送の特定の安全対策及び条件 運搬に際しては容器に漏れのないことを確かめ､転倒､落

下､損傷のないように積み込み､荷崩れの防止を確実に行

い､法令の定めるところに従う。 

消防法 
第 3 類 金属の水素化物  

危険等級Ⅱ 第二種自然発火性物質及び禁水性物質 
毒物及び劇物取締法： 毒物 

船舶安全法 危規則危険物告示 別表第 1 水反応性可燃性物質 
化学物質排出把握管理促進法 非該当 

水質汚濁防止法 有害物質 
労働安全衛生法 非該当 
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していますが、必ずしも十分ではない可能性がありますので、取扱いにはご注意下さい。本 SDS の記載

内容については、新しい知見等があった場合には適宜改訂を行います。また、注意事項等は通常の取扱

いを対象としたものですので、特別な取扱いをする場合には用途・条件に適した安全対策を実施の上、

お取扱い願います。 

 
 

作成日 2023 年 6 月 19 日 

改定日 2024 年 1 月 9 日 

ver.1.0 

 

 
 

 
 

 
 


